
富士見市教育委員会

学校教育課

指導主事 廣井賢司

いじめ問題対策連絡協議会資料



 人口 約１１万人

 児童生徒数 ８，４４５人

 小学校 １１校

 中学校 ６校

 市立特別支援学校 １校
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 平成２７年４月に２６年度の調査を実施

 平成２７年７月５日 岩手県矢巾町で中２男子自殺

 ⇒いじめとして認知されておらず、組織的な対応不足

 児童生徒の１０００人当たりのいじめ認知件数

 京都府・・・９９．８件

 福島県・・・ １．２件 その差約８３倍

 埼玉県は・・・４７都道府県中第４０位の３．８件

 実態を正確に反映していないのではないか？

 ⇒全国すべての学校で２６年度のいじめの再調査





 いじめは、社会性を身に付ける途上にある児童生徒が
集団で活動する場合、しばしば発生するもの。

 どの学校においても、一定数のいじめが認知されるのが
普通である。

 いじめの認知件数が多い学校について、「いじめを初期
段階のものも含めて積極的に認知し、その解消に向けた
取組のスタートラインに立っている」と極めて肯定的に評
価する。

 初期段階のいじめや、ごく短期間のうちに解消したいじ
め事案（解消したからといっていじめが発生しなかったこと
になるものではない）についても遺漏なく認知件数に計上
すること。
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 この法律において「いじめ」とは、児童等に
対して、当該児童等が在籍する学校に在籍し
ている等当該児童等と一定の人的関係にあ
る他の児童等が行う心理的又は物理的な影
響を与える行為（インターネットを通じて行わ
れるものを含む。）であって、当該行為の対象
となった児童等が心身の苦痛を感じているも
のをいう。

 いじめ防止対策推進法 第２条





Ａさんは、同じクラスのＢさんに、いきなり頭をたたかれ
た。

Ａさんは泣きながら担任のところへ駆け寄り、「Ｂさんに
たたかれた」と訴えた。

担任は、Ｂさんに事実を確認したところ、Ａさんをたたい
たことを認めたため、厳しく注意した。

ＡさんがＢさんにたたかれたのは、後にも先にもこの日
だけである。



Ｂさんの行為はいじめに該当するでしょうか？

⇒該当する

この法律において「いじめ」とは、児童等に対して、当
該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等
と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は
物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行わ
れるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児
童等が心身の苦痛を感じているものをいう。

いじめ防止対策推進法 第２条



 いじめ防止条例制定（平成２７年４月施行）
 富士見市いじめ防止基本方針
 各学校いじめ防止基本方針
 富士見市いじめのない学校づくり委員会

（大学教授・ＮＰＯ法人理事・弁護士・臨床心理士・人権擁護委員）

 富士見市いじめのない学校づくり子ども会議
 いじめ防止対策推進委員会・生徒指導主任研修会
 生徒指導訪問（年３回）
 市内全小中学校共通「学校生活アンケート」の実施
 ピア・サポート事業



 毎日の学校生活では、人に嫌なことをされ
たり、言われたりすることがあると思います。
このアンケートは、いじめをなくし、みんなが
安心して学校生活を送れるようにすることを
目的に行うものです。

 先生以外は誰も見ませんので、今の学校生
活のことについて、答えてください。



富士見市立学校 学校生活アンケート 
富士見市教育委員会 

（   ）年
ねん

（   ）組
くみ

（ 男 ・ 女 ） 

 

毎日
まいにち

の学校
がっこう

生活
せいかつ

では、人に嫌
いや

なことをされたり、言
い

われたりすることがあると思
おも

いま

す。このアンケートは、いじめをなくし、みんなが安心
あんしん

して学校
がっこう

生活
せいかつ

を送
おく

れるように

することを目的
もくてき

に 行
おこな

うものです。先生
せんせい

以外
い が い

は誰
だれ

も見ませんので、今
いま

の学校
がっこう

生活
せいかつ

のこ

とについて、答
こた

えてください。 

※今
いま

の学年
がくねん

になってから今日
き ょ う

までのことで答
こた

えてください。 

 

  今
いま

も 続
つづ

い

ている 

あったが、

今
いま

はない 
ない 

1 無視
む し

されたり、仲間外
なかまはず

れにされたりしたことがある。 
   

2 
ひやかしやからかい、悪口

わるぐち

や脅
おど

しなど、嫌
いや

なことを言
い

われたことがある。 

   

3 
自分
じぶん

の持
も

ち物
もの

をかくされたり、勝手
かって

に使
つか

われたりし

たことがある。 

   

4 
お金

かね

をとられたり、持
も

ってくるよう強
つよ

く言
い

われたりし

たことがある。 

   

5 
わざとぶつかられたり、遊

あそ

びのふりをしてたたかれ

たり、けられたりしたことがある。 

   

6 そうじや当番
とうばん

をおしつけられたことがある。 
   

7 
あなたの悪口

わるぐち

をメールなどで送られたり、ＬＩＮＥ
ラ イ ン

やツイッターなどに書
か

きこまれたことがある。 

   

 

8 あなたの友達
ともだち

で嫌
いや

なことをされて、つらい気持
き も

ちでいる人はいますか。 

 

いる ・ いない 

 

9 友達
ともだち

とのことや、クラスでのことなどで、先生
せんせい

に相談
そうだん

したいことがありますか。 

 

ある ・ ない 

 

 

このアンケートはクラスの様子
よ う す

を知
し

るために、名前
な ま え

を書
か

いてもらっていません。

先生
せんせい

からも声
こえ

をかけますが、何
なに

か困
こま

ったことがあったら、いつでも先生
せんせい

に相談
そうだん

してく

ださい。 



（様式３）

年組 いじめられた側 年組 い じ め た 側

担任名（　　　　　） 担任名（　　　　　）

２学期の様子

氏　　　　　　　　名
発　生　期　間 い じ め の 様 態

　　秘　　いじめの発生状況とそれに関わる児童・生徒について

学　校　の　と　っ　た　措　置

３学期の様子

現　　　　　　状No.
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平成２７年度　　○○○学校　いじめ（「疑いのあるもの」を含む）認知一覧表

（様式３－２）

概要及び学校の対応
いじめられた側 いじめた側

№ 発生日



・暴力・嫌がらせ・暴言等「これはいじめではない」と判断
せずに、まずはすべてを認知し、記入する。

・この様式には、単発の行為であり、その場で指導が済
むレベルのものを記入する。

・一番右の欄には「解消」か、指導の「継続中」を記入し、
一定期間「継続中」が続く場合は、様式３に移行すること。

・共有フォルダーに入れるなどして、誰もがすぐに記入す
るように習慣づける。

・複数回継続して同様の事案がある場合や学校全体で取
り組まなければならないような事案の場合は、様式３に記
入し市教委生徒指導訪問などで報告する。



「いじめ」とは、「児童生徒に対して、当該児童生
徒が在籍する学校に在籍している等当該児童生
徒と一定の人的関係のある他の児童生徒が行う
心理的又は物理的な影響を与える行為（インター
ネットを通じて行われるものも含む。）であって、当
該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を
感じているもの。」であり、

「一方的に」「継続的に」「多数で一人を」などは
定義にはないことを認識する。



暴力行為等のいわゆる「荒れ」よりも、

①いじめの未然防止
②不登校児童生徒の解消・未然防止
③健全な人間関係の育成

☆不登校出現率：（２６年度）

小学校０.４９人（県０.２６人）

中学校３.４０人（県２.２６人）
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子どもの対人関係能力や自己表現能力等、
社会で生き抜くための力が不足している現状
を改善するため、各学校の実情に応じてピア・
サポートの理念を浸透させる。ピア・サポートを
取り入れた子ども同士の学びあいの場を設定
し、得た知識やスキルをもとに相互の人間関
係を豊かにするための思いやり支え合う実践
活動を推進することでいじめのない魅力ある学
校づくりを行う。



 教育相談体制の確立（教育相談室）

 教育相談室による巡回相談（年３回）

 ＳＳＷの積極的活用

小中連携支援シートの活用

（紙上コンサルテーションの活用）



富士見市教育委員会

様

１．児童・生徒 氏名 性別 女 学年組

氏名

住所

0 日 0

0 日 0

　　　　ア　学校生活上の影響　　　　　　　 イ　遊び・非行　　　　　　 ウ　無気力

　　　　エ　不安など情緒的混乱　 　　　　　オ　意図的な拒否　　　　カ　複合(ア～オ）

（２）病気・けが（病名・症状名を記入するとともに、通院の有無について○）

[病名・症状名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　][　通院：　あり　　・　　なし　　]

あり なし

あり(直接・電話） なし

欠席の始期

平成　　　　年　　　　　月　　　　　日

     富士見市立　　勝瀬    　 小 学校

児童・生徒欠席数報告（　　４　　月分）

下記の児童・生徒が今月３日以上、累積１0日以上欠席しているので報告します。

記

平成　　　　年　　　　月頃より 今年度の欠席の始期 　　　月　　　日頃より

　　２　年　２　　組

南畑　太郎

南畑　花子

３．欠席の状況

２．保護者

＊欠席の始期とはその児童・生徒が欠席し始めた時期とする。中学校では小学校から長期欠席者の場合

（１）家庭訪問　　　　　

（２）児童・生徒との接触

４．主な理由

（１）不登校（いずれかに○）

   はその時期にさかのぼる。

教育長  　　　森　元　　　　州

＊毎月5日までに提出すること。

＊４の主な理由については、「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」と同様とする。

（３）家庭の事情(いづれかに○）

     校長　　富士見　　太郎　　　　印

　エ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　ア　事故欠　　　　　　　　　イ　経済的理由　　　　　　　ウ　外国への帰国

今年度のあすな
ろへの通室日数

継続 断続
今月のあすなろ
への通室日数

今年度の欠席数

今月の欠席数

５．指導の経過

富士見市上南畑１３１７



小学校６年生を対象とし、小学校１年生まで
さかのぼり、欠席・遅刻・早退数で条件に当て
はまる児童について「小中連携支援シート」を
作成する。さらに、個々の「小中連携支援シー
ト」に対し、大学教授等の専門家によるコンサ
ルテーション（分析・助言）を加え、小中学校間
での指導・支援の引き継ぎに活用し、小学校か
ら中学校への進学時に増加する不登校の解
消に努める。



 

【様式】（※平成２６年１０月３１日現在）                      ＜№ 富１- １＞ 

小 中 連 携 支 援 シ ―ト 
 ６ 年 出席番号 

富士見市立○○小学校 
１組 １１ 

（ふりがな） 

氏 名 
（          ）性 別  男  ・  ○女 

 

担任氏名 

 

欠席状況 

学年欠席日数 

１年 

  １９ 日 

（あすなろ  日） 

２年 

３４ 日 

（あすなろ  日） 

３年 

３５ 日 

（あすなろ  日） 

４年 

５３日 

（あすなろ  日） 

５年 

１５３ 日 

（あすなろ  日） 

６年 

８７ 日 

（あすなろ  日） 

遅刻・早退

回数 

４年 

５日  

５年 

 ２ 日 

６年 

  ０ 日 

校内別室登校日数

（保健室等） 

４年 

０ 日 

５年 

  ０日 

６年 

   ０ 日 

【欠席（遅刻）がみられた理由・きっかけ】 

□病気・身体の不調（                ）  □友人との関係の問題  □学業上の問題 

□学校環境の変化  ■家庭環境の変化  □その他（                ）  □不明 

【登校に対する本人の意欲】      □積極的   □どちらともいえない   ■消極的   □わからない   

【登校に対する保護者の意欲】    □積極的   □どちらともいえない   ■消極的   □わからない 

【学習への現在の意欲】       □積極的   □どちらともいえない   □消極的   ■わからない   

【行動や様子】 

□まじめ  □おおむね意欲的  □無気力である  □怒りをうまく収められない □周りの刺激に敏感である 
□いつもおとなしい  □いつもにこやか  □楽観的である  □興奮しやすい  □感情の浮き沈みが激しい  
□落ち着きがない   □いつもつまらなそうにしている    ■他人の評価をとても気にする            

□消極的である    □集団活動ではおどおどする      □嫌なことからは徹底して避けようとする        
□集中が持続しない  □何か思い浮かぶとすぐ言動に表す   □安心できる人（大人・親友）から離れられない  
□過度の甘えや依存がある  □相手の気持ちを理解できない  □集団に参加しない   □乱暴な言動がある                 

□いじめ被害の経験あり   □いじめ加害の経験あり     □校則違反を繰り返す  □虐待の通告をした                

□心に傷を受けた経験あり（内容：                                    ） 

□発達上の問題・困難（発達障がい等），その他身体面を含め医療機関から診断を受けているなどの申し出 
（具体的に：                                              ） 
□身体・成長について学校で配慮すべきこと（                            ） 
【その他の登校時の状況】 
□保健室によく行く    □校内相談室によく行く    □その他（                 ） 

【学校生活での様子】 

【学習面での様子】好きな教科（ 国語  ）苦手な教科（ 算数 ） 

 

【学校での好きな活動】 

作文・感想文を書くこと。 

【学校での苦手な活動】 

  

【趣味・興味をもっていること】（例 ピアノが弾ける，サッカーが好き，ゲームが好き，動物が好き，パソコンが得意等） 

 新体操が得意。 

【教育相談関係機関等との連携について】         
■該当なし  □市教育相談室  □あすなろ 
□医療機関（                  ） 
□その他（                   ） 

【家族構成・生育歴】(わかる範囲で結構です) 
 母・弟３人（年中・３歳・２歳） 

担
任
記
入
欄 

【本児に対して行った配慮・支援】 

１学期後半は、学習の支援のために、家庭訪問を数

回重ねたが、登校を促すと都合が悪いと途絶えた。 

【中学校に期待する本児に対する配慮・支援】 

中学への入学の不安は、学習の遅れで、経験不足か

ら出来ないこともあるので、広い目で受け止めて 

ほしい。 
担
任
以
外
記
入
欄 

【本児との関わりから気付いたこと】 

記入者（■教頭  □旧担任  □学年主任  □養護教諭  □教科担当  □教育相談担当）  

□その他の記入者（                                     ） 

校 長 名                 印   



【№１】 
小学 6 年男子① 
 
＊理解＊ 
一昨年度は 41 日、昨年度は 44 日。今年度は 106 日欠席で、徐々に増加しつつ推移して

いるのですね。欠席のきっかけは、「家庭環境の変化」で、仲の良い２歳上の姉が、本児が

小４時に中学生になり離れ一人になったことで、小 4 時から欠席が増え始めたのですね。

今年度の 4 月の初日は登校できていたが、その後は一学期ほぼ全休であったということで

すね。「登校に対する本人の意欲」は消極的で、「登校に対する保護者の意欲」は母親は消

極的で、父親は積極的で、「学習への現在の意欲」は消極的なのですね。「行動や様子」は、

「無気力ないし消極的」「集中が持続しない」「集団に参加しない」様子が見られるお子さ

んであり、「身体・成長について学校で配慮すべきこと」はぜんそくなのですね。 
両親と本人、姉の 4 人家族。長期休暇には九州の叔母の家に泊まり、学習をした（以前

は祖父がよく学習指導をしていた）のですね。学校生活での様子では、「一学期の不登校状

況を母が父に報告していなかったが、通知表から父親の知るところになり、二学期は父親

が積極的に本児に関わり、二学期は時々登校することがあった。登校すると違和感なく学

級で過ごすことができるが、1 人でいることが多く、担任の近くに寄ってくることも多い。

放課後は他学級の友だちと遊ぶこともできる。苦手な文章を書く活動は登校をしても、手

をつけられることは稀である」のですね。その他の登校時の状況は、「放課後に登校し、担

任と学習する。」のですね。好きな教科は、「理科（実験）、図工（木工作）」で、苦手な教

科は、「国語・体育」なのですね。学校での好きな活動は、「体験的な活動全般」で、学校

での苦手な活動は、「文章の読み書き」なのですね。趣味・興味を持っていることは、「プ

ラモデル、パソコン、自然」なのですね。 
 
＊小学校での支援＊ 
「本児に対して行った工夫や配慮・支援」は、「父の支援が大きいため、父親に協力を依

頼し、登校を促す」ことや、「学級全体で手紙を書き、本人を受け入れる気持ちを伝えた」

そうです。そのことによって、どのような効果が見られたでしょうか？そのことなども合

わせて、2 月末の小中連絡会では、本児の特性を中学校側によく理解してもらうよう報告

をお願いします。 
＊中学校での支援策＊ 

6 年生の担任の先生が考える「中学校に期待する工夫や配慮・支援」は、「甘える気持ち

が強く、担任と個別に学習する際には嬉しそうな顔を見せることも多い。個別に声をかけ、

支援する必要がある」とのことです。 
 また、発達障害の項目に、チェックがありません。ですが、「苦手な文章を書くという活

動」とあります。ご家庭でも学習面で放っておかれているわけではないようです。先生ご

自身も学習の個別支援を試みていらっしゃいますので、相当の努力を重ねてきているよう

に思えます。それにも関わらず、相当の苦手意識を持つようになったことはどのように考

えればよいでしょうか。 
実験や図工などを好み、「プラモデル、パソコン、自然」が好きというとのことで、手の 

コンサルテーションシートの一例（Ａ４ ３枚）
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